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◎議事日程 

 

◎会議に付した事件 

　議事日程のとおり 

 

 日程 議　案　番　号 件　　　　　　　　　　名 

 １ 会議録署名議員の指名

 ２ 議 案 第 6 6 号 令和４年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

 
３

 
議 案 第 6 7 号

 令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決

算認定について

 
４

 
議 案 第 6 8 号

 令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳

入歳出決算認定について

 
５

 
議 案 第 6 9 号

 令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

 
６

 
議 案 第 7 0 号

 令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について

 
６

 
議 案 第 7 1 号

 令和年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定

について

 
８

 
議 案 第 7 2 号

 令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について
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開議　午前１０時００分 

○事務局長（庄野勝政君）　おはようございます。 

　お座りください。 

○議長（久保広幸君）　瀧口農業委員会事務局長より欠席する旨報告がありました。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、３番渡辺議員、４番工藤議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　議案第６６号令和４年度陸別町一般会計歳入歳出決算 

認定について 

◎日程第３　議案第６７号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第４　議案第６８号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計決算認定について 

◎日程第５　議案第６９号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計 

歳入歳出決算認定について 

◎日程第６　議案第７０号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会 

計歳入歳出決算認定について 

◎日程第７　議案第７１号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第８　議案第７２号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計歳入歳出決算認定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第２　議案第６６号令和４年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから日程第８　議案第７２号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　本田町長。 

○町長（本田　学君）〔登壇〕　議案第６６号令和４年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第６７号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別
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会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６８号令和４年度陸別町国民健康

保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６９号

令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案

第７０号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きま

して、議案第７１号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、続きまして、議案第７２号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、以上、議案第６６号から議案第７２号まで７件を一括して、別紙、監

査委員の意見を付しまして、議会の承認を求めるものであります。 

　内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（久保広幸君）　今村副町長。 

○副町長（今村保広君）　それでは、議案第６６号から議案第７２号までの令和４年度

の各会計の決算について、一括して御説明させていただきます。 

　まず初めに、令和４年度の全会計の決算状況について説明したいと思いますので、議

案説明書、資料ナンバー９を御覧いただきたいと思います。 

　この表につきましては、令和４年度の決算書の各会計の実質収支に関する調書と合う

ものでございまして、円単位で整理したものでございます。 

　７会計の合計につきましては、予算額７０億３,９３７万３,４２１円に対し、歳入額

６９億５,３０８万６,１１０円、歳出額６８億３４４万５,５０７円で、差し引き１億

４,９６４万６０３円でございます。翌年度に繰り越すべき財源は、一般会計のみで、繰

越明許費繰越額が２０９万５,０００円、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源

を除いた実質収支額は、７会計で１億４,７５４万５,６０３円であります。 

　この中から、一般会計において、地方自治法第２３３条の２及び地方財政法第７条の

規定に基づき、実質収支額の２分の１を下らない金額、この場合５,０００万円を財政調

整基金に積み立てすることとし、令和５年度に繰り越す額の合計は、７会計で９,７５４

万５,６０３円とします。 

　歳出の決算額の執行率につきましては９６.６５％であります。 

　なお、複数の会計にまたがる議案説明資料につきましては、基金別増減の状況が、資

料ナンバー１０、起債残高推移が、資料ナンバー１１で、令和３年度と令和４年度の人

件費比較表につきましては、資料ナンバー１２の１及び１２の２で、それぞれつけてお

りますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次に、各科目におけます主要な事業についてでありますが、例年と同様、各会計の事

項別明細書の歳出の左側に枠で囲いまして掲載しておりますので、歳出のたび随時確認

をしていただきたいと思います。 

　それでは、これより議案第６６号の令和４年度陸別町一般会計歳入歳出決算につい

て、説明に入らせていただきます。 
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　議案説明書、資料ナンバー１３を御覧ください。 

　こちらの令和４年度繰越事業一覧は、令和３年度から令和４年度への繰越し分でござ

います。繰越予算額は８,２９９万４,４２１円で、実績額が６,９５５万６２９円でござ

います。差引き１,３４４万３,７９２円となっております。 

　次に、資料ナンバー１４を御覧ください。 

　こちらの令和５年度繰越事業一覧は、令和４年度から令和５年度への繰越し分でござ

います。繰越予算額３,９８５万４,０００円でございます。 

　それでは、これより決算書の説明をさせていただきたいと思いますので、初めに、説

明資料から説明をいたしますので、決算書１３８ページを御覧ください。 

　第１表、令和４年度歳入歳出決算の総括でございます。 

　予算額５６億７,０７４万８,４２１円、歳入の決算額５５億９,６６３万９,１５６

円、歳出の決算額５５億１６９万５,６０９円、差引残額９,４９４万３,５４７円、歳出

の執行率は９７.０％でございます。 

　なお、令和３年度からの繰越額及び執行額と令和５年度への繰越額を、予算額及び歳

入歳出決算額から除いた令和４年度の単年度分につきましては、予算額５５億４,７９０

万に対し、歳出総額５３億９,２２９万９８０円となりまして、歳出の執行率は９７.２

％となります。 

　それでは、１３９ページを御覧いただきたいと思います。 

　第２表、第３表は、各科目ごとの令和３年度と令和４年度の比較表となっておりま

す。 

　第２表、令和４年度の歳入の合計は、調定額５５億９,８０３万１,１１７円に対し、

収入済額５５億９,６６３万９,１５６円で、収入済額は前年より１億１,４５１万７,６

６６円の減となっております。 

　このうち１款の町税は、収入済額が３億４,２７４万９,０１８円で、収入に占める割

合は６.１％で、不納欠損額１５万６,２７７円、収入未済額１２３万５,６８５円であり

ます。 

　１０款の地方交付税でございますが、収入済額が２４億６,７１３万７,０００円で、

前年より５７０万７,０００円の増でございます。収入総額に占める割合が４４.１％で

ございます。 

　歳入には、町税や使用料、手数料などの自主財源と国や道の支出金などの異存財源が

ございますが、当町の自主財源は１６億２,０４３万８０５円で、前年度比１億２,９６

９万１,０４１円の増で、歳入に占める割合は２９％となっております。 

　続きまして、１４０ページ、第３表を御覧ください。 

　令和４年度の歳出の合計では、支出済額が５５億１６９万５,６０９円で、前年度より

１億５６９万５,８１９円の減で、翌年度繰越額は３,９８５万４,０００円、不用額１億

２,９１９万８,８１２円、歳出の執行割合は９７.０％でございます。 
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　第４表、続きまして、税の徴収実績表は、左側が現年度分で、右側が滞納繰越分でご

ざいます。現年度分の合計、調定額３億４,１４９万９,６２３円、収入済額３億４,０８

５万８,６８９円、不納欠損額１万４,７００円、収入未済額６２万６,２３４円、収納率

は９９.８％でございます。 

　滞納繰越分の調定額２６４万１,３５６円、収入済額１８９万３２９円、不納欠損額１

４万１,５７７円、収入未済額６０万９,４５０円、収納率７１.６％でございます。 

　１４２ページ、第５表、歳出の性質分析表につきましては、款ごとに人件費から繰出

金までを分類した決算統計上の数字を使用した表であります。後ほど御覧いただきたい

と思います。 

　なお、人件費、扶助費、交際費が、自治体の義務的経費と言われるものであります

が、その合計が１５億５,９９１万円で、２８.３％となっております。 

　次のページ、第６表、最近５か年間の決算額調べも、参考として後ほど御覧いただき

たいと思います。 

　１４４ページの第７表、引下げ分の地方消費税交付金、社会保障財源化分が充てられ

ている社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費でありますが、社会福祉、社

会保険、保健衛生の事業の令和４年度の決算額の合計につきましては、１１億５,２０３

万５,０００円でございまして、その財源としまして、国・道支出金が２億７,７５６万

４,０００円、地方債が２億６,１６０万円、その他が１億８,１８５万８,０００円、一

般財源の一部としまして、この地方消費税交付金が３,３６８万５,０００円が充当され

ております。 

　以上で、説明資料の説明を終わりまして、続きまして、事項別明細書の９ページを御

覧いただきたいと思います。 

　１款町税から始めます。資料ナンバー１５の１から、ナンバー１７も併せてご覧いた

だきたいと思います。調定収入額調書、十勝市町村税滞納整理機構の引継収納状況、税

に関する不納欠損、こちらが資料でございますが、後ほど御覧いただきたいと思いま

す。 

　予算書に戻りまして、１款町税、収入済総額３億４,２７４万９,０１８円、現年、滞

納合わせての収納率は９９.６％で、これを令和５年３月末の人口２,１８９人で割りま

すと、一人当たりの収入額が１５万６,５７８円で、これは前年度より７,４７１円の増

となっております。滞納繰越分収入済額１７万５３５円で、不能欠損額１件、３万７,３

７７円、収入未済額１５件、３１万２５０円でございます。 

　失礼しました。１項町民税の項目、ちょっと説明抜けておりましたのでさせていただ

きます。 

　１項町民税１目個人、収入済額１億１,８２４万２,７５９円のうち、現年課税分が１

億１,８０７万２,２２４円で、この現年課税分の収入未済額が１０件で、５１万８,９３

４円、滞納繰越分の収入済額が１７万５３５円で、不能欠損額が１件、３万７,３７７
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円、収入未済額が１５件の３１万２５０円でございます。 

　２目法人の収入済額は、現年課税分のみで１,５５９万５,３００円。 

　２項１目固定資産税の収入済額は１億７,２１０万４,２８８円のうち、現年課税分は

１億７,０３９万８,０００円、不納欠損額が１件で１万４,７００円、収入未済額が１０

件、１０万７,３００円。続きまして、滞納繰越分でございますが、収入済額１７０万

６,２８８円、不納欠損額が７件、９万８,２００円、収入未済額が２５件、２８万５,１

００円であります。 

　２目国有資産等所在市町村交付金の収入済額は７０４万１,９００円。 

　３項軽自動車税１目環境性能割５５万４,３００円。 

　２目種目割、これは１節現年課税分が収入済額７１３万４,６００円。２節滞納分、収

入済額４,８００円、収入未済額１件、８,１００円です。 

　３目軽自動車税１節滞納繰越分、収入済額８,７０６円、不納欠損額が１件、６,００

０円、収入未済額１件、６,０００円。 

　４項１目町たばこ税、収入済額が２,２０６万２,３６５円。 

　２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税は５,３５９万６,０００円。 

　２項１目地方揮発油譲与税は１,７９０万６,０００円。 

　３項１目地方道路譲与税は、科目存置。 

　４項１目森林環境譲与税は３,１５９万８,０００円。 

　３款１項１目利子割交付金１１万８,０００円。 

　４款１項１目配当割交付金８６万９,０００円。 

　５款１項１目株式等譲渡所得割交付金７０万１,０００円。 

　６款１項１目地方消費税交付金６,２８３万６,０００円、これ、先ほど説明させてい

ただきましたが、このうち社会保障財源化分が３,３６８万５,０００円、地方消費税交

付金分が２,９１５万１,０００円となっております。 

　７款１項１目環境性能割交付金６５２万９,０００円。 

　８款１項１目法人事業税交付金４０９万４,０００円。 

　９款１項１目地方特例交付金１１３万２,０００円。 

　２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金２３万７,０００

円。 

　１０款１項１目地方交付税２４億６,７１３万７,０００円で、こちら、前年度より５

７０万７,０００円の増となっております。普通地方交付税が２２億１,２６３万５,００

０円、特別交付税２億５,４５０万２,０００円となります。３月末の町民２,１８９人で

割りますと、１人当たり１１２万７,０６１円となり、前年度より４万３３７円の増とな

ります。 

　１１款１項１目交通安全対策特別交付金は、科目存置。 

　１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金１,９８１万５,６７３円
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は、農業競争力基盤整備事業に係る農業者の分担金で、法人８件、個人１２件分となり

ます。 

　２項負担金１目民生費負担金４８万３,６００円は、町外の養護老人ホーム入所者１名

分となります。 

　１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料３,６９１万３,８８９円で、１節

行政財産使用料６３４万２,２８９円は、町有地、庁舎、天文台、保健センターなどの公

共の土地・建物の使用料でございます。２節福祉館等使用料、こちら２件分で５万７,８

００円。３節タウンホール使用料、１件分で１万１,５００円。４節ふるさと交流セン

ター使用料１,３９９万３,３００円ですが、３,８１９人が宿泊しており、前年度より２

５９人の増です。 

　議案説明書、資料ナンバー１８に、オーロラハウスの利用状況をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,６５０万９,０００円、天文台及びコテージ

入館料と使用料となります。天文台が４,７７４人で、前年より９８０人の増、コテージ

が７４５棟で、前年より２９棟の減、コテージ稼働率２９.２％となっております。 

　それぞれ資料、ナンバー１９、ナンバー２０を御覧いただきたいと思います。 

　２目民生使用料１節老人福祉使用料１６３万９,３００円は、福寿荘の使用料でござい

ます。２節児童福祉使用料３３２万９,７６０円は、陸別保育所への広域入所３名分の保

育料でございます。３節福祉住宅使用料２１万２,１００円は、からまつハウスの使用料

でございます。 

　３目衛生使用料１節保健衛生使用料１８５万３,３１０円は、公衆浴場使用料で、利用

者８,０４１人、前年度より１８６人の減。２節水道使用料４９４万４,５２２円は、小

利別専用水道使用料で、給水人口は５５人となっております。 

　４目農林水産使用料１節農林水産使用料１０万７,３００円は、加工センター使用料で

ございます。資料ナンバー２１を後ほど御覧いただきたいと思います。２節営農用水使

用料５０１万７１４円、これは上陸別地区の使用料２５４万６,４３９円、給水人口７０

人、それとトラリ地区使用料２４６万４,２７５円、給水人口５０人でございます。 

　５目商工使用料１節公園使用料２万５,８００円は、イベント広場等使用料でございま

す。 

　６目土木使用料１節道路橋りょう使用料、道路占用料が２４件、２４７万５,２８５

円。２節河川使用料は河川占有が２４件、６万９,０４５円となります。３節住宅使用料

５,８９７万９００円、こちらは公営住宅等使用料でございます。４節集会所使用料、科

目存置でございます。 

　７目教育使用料１節社会教育使用料３万９,７１１円は、こちら公民館の使用料でござ

います。２節資料館使用料、関資料館入館料８万６,１００円、２８７名分でございま

す。３節学童保育所使用料１６２万１,２５０円、児童の最大数は３５名でございまし
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た。 

　２項手数料１目１節総務手数料１５２万６,３５０円は、戸籍や住民表等の各種の証明

書発行手数料でございます。 

　２目１節衛生手数料７５８万７,７１０円は、指定ごみ袋等の販売、畜犬登録手数料で

ございます。２節水道手数料は、科目存置。 

　３目の農林水産手数料、営農用水手数料８,０００円は新設１件でございます。 

　１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金９,７１２万

９,０８２円は、障害者自立支援給付費等に係る負担金、介護保険の低所得者保険料軽減

負担金、国保の保険基盤安定負担金などでございます。２節児童福祉費負担金３,９７０

万６,１１０円は、こちら、児童手当負担金、障害児介護給付費負担金、子どものための

教育・保育給付費負担金などでございます。 

　２目衛生費負担金７７２万１,０８８円は、新型コロナウイルスワクチン接種負担金と

療育医療負担金でございます。 

　２項国庫補助金１目総務費補助金１億３,３０６万４,９２２円は、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金、緊急支援給付金事業費補助金等からなり、資料でご

ざいますが、ナンバー２２の１及びナンバー２２の２を後ほど御覧いただきたいと思い

ます。 

　なお、社会保障番号制度補助金の令和３年度からの繰越分２７２万８,０００円が含ま

れております。 

　２目民生費補助金１節社会福祉費補助金１,０８１万３３３円は、生活困窮者就労準備

支援事業等補助金などとなり、令和３年度からの住民税非課税世帯に対する臨時特別給

付金に係る繰越分が７１８万７,３３３円含まれております。２節児童福祉費補助金５３

６万５,０００円は、子ども・子育て支援交付金、子育て世帯生活支援特別給付金などと

なります。 

　３目衛生費補助金１節保健衛生費補助金１,８４５万２,０００円は、コロナワクチン

接種事業費補助金ほかとなります。２節水道費補助金３３７万５,０００円は、小利別地

区専用水道の団体営整備事業補助金でございます。 

　４目農林水産業費補助金１０７万８,０００円は、トラリ地区の団体営の整備事業分で

ございます。 

　５目土木費補助金１節道路橋りょう費補助金４,９２０万１,０００円は、道路メンテ

ナンス補助金で通学橋及び下陸別橋、その他の補修などとなります。２節住宅費補助金

３,２３５万円は、社会資本整備総合交付金として新町団地の新築、除却、屋根塗装など

となります。 

　６目教育費補助金１節教育総務費補助金１,６２２万円。こちら学校施設環境改善交付

金ということで１,２４７万円。こちら教員住宅１件の新設となります。それと、へき地

児童生徒援助費補助金３７５万円。この二つになりますが、へき地のほうはスクールバ
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スの更新費用となります。２節小学校費補助金９万８,０００円は、学校保健特別対策事

業補助金です。３節中学校補助金１３万１,０００円も同じく学校保健特別対策事業補助

金となります。 

　３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金１６４万４,１１３円は、拠出年金

事務の委託金ほかでございます。２節選挙費委託金４４０万４,０９０円は、参議院議員

選挙事務委託金でございます。 

　２目民生費委託金５,７６９円は、児童扶養手当、特別児童扶養手当の事務委託金でご

ざいます。 

　１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金６,６３９万７,

８６３円は、民生委員活動負担金、あと、先ほど国庫負担金でも説明いたしました障害

者自立支援給付費などの負担金、国保、後期の保険基盤安定負担金などで、おおむね対

象経費の４分の１の負担率となっております。２節児童福祉費負担金１,５５８万５,２

６６円も、先ほど国庫負担金で説明しました内容とほぼ同様で、児童手当負担金などで

ございます。 

　２目衛生費負担金は、収入がございません。 

　２項道補助金１目総務費補助金２４万５,０００円は、防災備蓄整備に係る地域づくり

総合交付金ほかとなります。 

　２目民生費補助金１節社会福祉費補助金７９０万４２９円は、地域生活支援事業補助

金、重度障害者医療費補助金などとなります。２節児童福祉費補助金４５２万７,０００

円。子ども・子育て支援交付金などとなります。 

　３目衛生費補助金１９万８,４９８円は、健康増進事業補助金ほか、例年と同様でござ

います。 

　４目農林水産業費補助金１節農業費補助金６,７２９万５,９１９円は、こちらは中山

間地域の直接支払事業、農業委員会活動促進事業、農業次世代人材投資事業などとなり

ます。また、令和３年度からの自己繰越分、畜産・酪農収益力強化整備事業、クラス

ター事業でございますが、それの１,７００万円を含んでおります。失礼しました。自己

繰越分を含んでおります。２節林業費補助金３,６２７万７,６１３円は、森林環境保全

整備事業、小規模治山事業、林道東トマム線高台改良事業などとなります。 

　５目教育費補助金２４万１,０００円は、地域学校共同活動事業補助金となります。 

　６目商工費補助金３８７万７,９３７円は、プレミアム付き商品券の発行事業分でござ

います。 

　３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金３万１,７００円は、北海道権限移

譲事務の交付金でございます。２節徴税費委託金３４６万３,４４５円は、道民税の徴収

委託金でございます。３節戸籍住民基本台帳費委託金１万７００円は、更正調査の事務

委託金でございます。４節統計調査費委託金は３万６,０００円でございます。５節選挙

費委託金２１３万７１７円は、知事・道議会議員選挙委託金でございます。 
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　２目衛生費委託金１節保健衛生費委託金２万７００円は、公害防止事務委託金ほかと

なります。２節清掃費委託金１万６,５０８円は、建設リサイクル法事務取扱委託金でご

ざいます。 

　３目農林水産業費委託金１節農業費委託金１１８万２,８５０円は、家畜伝染病予防事

務委託金、あと、監督等補助委託金なども入っております。繰越分として、第２上陸別

地区畑地帯総合整備の監督補助委託金１９万１,４００円を含んでおります。２節林業費

委託金１５万４,７００円は、有害鳥獣捕獲許可事務委託金でございます。 

　４目商工費委託金１万６,９８０円は、商工会法関係許認可事務委託金でございます。 

　５目土木費委託金１３６万６,０１９円は、陸別川の樋管管理、道道除排雪作業委託金

ほかとなります。 

　１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入３,０６１万

５,７７７円は、普通財産の土地建物の貸付収入で、主に産業振興住宅ルナコート、貸付

住宅、移住産業研修センターなどの貸付収入がございます。２節通信設備貸付収入１,１

８９万６,５００円は、光ファイバー網の貸付収入でございます。 

　２目利子及び配当金１０万１,０００円は、各種基金利子等でございます。 

　２項財産売払収入１目不動産売払収入はございません。 

　２目物品売払収入１節生産物売払収入５２０万円でございますが、町有林の素材売払

収入でございます。２節不用物品売払収入６６万６,０００円は、廃車となった旧公用車

４台分の売り払いとなります。 

　１７款１項寄附金１目一般寄附金は、科目存置。 

　２目指定寄附金１,１８５万８,０００円は、指定寄附金１１件、３８１万円、ふるさ

と納税分５５１件、８０４万８,０００円でございます。１節総務費寄附金は、ふるさと

整備資金、ふるさと銀河線跡地活用等振興資金、町有林整備資金、合計で９９２万４,０

００円でございます。２節農林水産業費寄附金は、いきいき産業振興資金で５３万７,０

００円でございます。３節教育費寄附金は、教育振興資金、給食センター管理運営資

金、スポーツ振興資金の三つで、合計８１万６,０００円でございます。４節民生費寄附

金は、地域福祉資金で５８万１,０００円でございます。 

　１８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金は５６万３,１

９０円で、こちらは介護保険特別会計で受けました保険者機能強化推進交付金４１万１,

０００円と、低所得者保険料軽減負担分などが入っております。 

　２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、２億円を取り崩し、財源不足に対応して

おります。 

　２目減債基金繰入金は１億５,０００万円を地方債の償還に充当しております。 

　３目ふるさと整備基金繰入金５,３００万円。 

　４目いきいき産業振興基金繰入金６,４４８万円。 

　５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金６７０万円。 
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　６目町有林整備基金繰入金１,０００万円。 

　７目地域福祉基金繰入金１億３,３３０万円。 

　８目公共施設等維持管理基金繰入金１億３,１１０万円。 

　９目学校給食センター管理運営基金繰入金２,８１０万円。 

　１０目スポーツ振興基金繰入金１８万９,６２９円。 

　１１目森林環境譲与税基金繰入金４,５７６万２,０００円で、繰入金総額８億２,２６

３万１,６２９円で、それぞれ該当する事業に充当しております。 

　１９款１項１目繰越金は、前年度繰越金４,３７６万５,３９４円で、こちらには令和

３年度からの繰越し分２０９万１,４２１円を含んでおります。 

　２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金４万７,５８４円。こちら、町民税

の延滞金が４件、５,１８４円、固定資産税が８件、４万２,４００円であります。 

　２目加算金は、科目存置。 

　２項１目町預金利子は５,８８８円。 

　３項貸付金元利収入は、家畜導入貸付金収入４,４５６万１,０００円。こちらは、約

定償還分が牛が２２６頭で２,９１５万円、繰上償還分が６０頭で１,５４１万１,０００

円。資料につきましては、ナンバー２４を後ほど御覧いただきたいと思います。 

　２目貸付金元利収入１億２,８８８円は、中小企業融資に伴う信用保証協会貸付金１億

円のほか、勤労者融資制度貸付金利子などが含まれております。 

　３目奨学資金貸付金収入５３２万２,０００円は、高校生１名、大学生７名、重複３人

からの償還金であります。 

　４項雑入１目滞納処分費は、科目存置。 

　２目弁償金２万１,７４０円は、コピー機使用に係る弁償金。 

　３目雑入１節介護予防支援報酬９２万５２０円は、介護予防計画作成に係る報酬１４

２件分でございます。２節居宅介護支援報酬５４７万２６０円は、居宅介護サービス計

画作成に係る報酬、こちら４０９件分。３節高齢者福祉施設負担金３０１万３,６２６円

は、福寿荘入居者の食事負担金でございます。４節学校給食費等１,１７６万９,３６５

円は、小中学生、保育所職員等の負担金でございます。５節電話使用料１万３,６８０円

は、庁舎、福祉館等の電話使用料。６節電気等使用料１０万３,１３３円は、コテージ村

等の電気等使用料でございます。７節雑入２,７６５万８,７１１円は、こちら、ほかの

区分に属さない収入で、金額の大きなものとして、宝くじの交付金、健康診査の個人負

担金、支障物件の補償費、交流センター等の燃料費の使用分、前年度介護給付費負担金

の精算に伴う返還金、あと立木売払、建物災害共済金なども含まれております。 

　４目過年度収入は、いずれも国・道の負担金、または補助金等の事業精算に伴うもの

で、１節障害者福祉費等負担金４６２万３,５３３円は障がい者医療費道負担金、同じく

国庫負担金の追加交付分となります。２節農業費補助金過年度収入１３万円は、次世代

農業促進基盤整備事業の追加交付金となります。３節過払返還過年度収入５０円は、報
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酬の過払い分の返還金となります。 

　２１款１項町債は、総額６億９,７７２万３,０００円となり、内訳でございますが、

起債の種別でございますが、緊急自然災害防止債が３,３４０万円、緊急防災・減災事業

６２０万円、防災・減災、国土強靱化事業が２,１９０万円、公営住宅建設事業５,４１

０万円、過疎債が５億５,０９０万円、臨時財政対策債２,２７２万３,０００円でござい

ます。 

　今度、目ごとに。 

　１目総務債６,３２０万円、こちら、過疎地域自立促進特別対策事業ほか１事業で、資

料ナンバー２５を後ほど御覧いただきたいと思います。 

　２目衛生債２７０万円、こちら、小利別地区専用水道の整備でございます。 

　３目農林水産業債１節農業債１億３,４１０万円は、第二上陸別畑地帯総合整備事業ほ

か８事業です。２節林業債２,６８０万円は、陸別地区小規模治山事業ほか６事業でござ

います。 

　４目土木債１節道路橋りょう債９,４４０万円は、町道トマム川沿線道路整備事業ほか

１３本。２節住宅建設債５,４１０万円は、公営住宅建設事業。 

　５目消防債１,３９０万円は、消防システム機器更新ほか。 

　６目教育債１節教育総務債２,８１０万円は、教員住宅建設。２節学校教育施設整備債

７７０万円は、スクールバス購入ほかとなります。 

　７目臨時財政対策債２,２７２万３,０００円。 

　８目民生債２億５,０００万円は、特別養護老人ホームの建替事業でございます。 

　歳入の合計につきましては、当初予算額４８億１,５３３万円、補正予算額７億７,２

４２万４,０００円、繰越分８,２９９万４,４２１円、予算現計額５６億７,０７４万８,

４２１円、調定額５５億９,８０３万１,１１７円、収入済額５５億９,６６３万９,１５

６円、不納欠損額１５万６,２７７円、収入未済額１２３万５,６８４円でございます。 

　以上で、歳入を終わり、続いて、４３ページ、歳出の説明を行いたいと思います。 

　歳出。 

　１款１項議会費５,００８万１,２２５円であります。経費の内訳は、議会活動の運営

費、議員の報酬、事務局職員の人件費の執行となっております。 

　続きまして、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億６,０４６万７,２０４

円、これは、職員研修、町長、副町長、総務課、出納課などの職員人件費、役場全体で

使用する消耗品や大型プリンターなどの備品の購入費、電算システムの関連経費などで

ございます。主な不用額についてですが、８節普通旅費１５７万９,７８０円、９節交際

費９８万６,９２９円、１８節負担金補助及び交付金、こちら、北海道自治体情報システ

ム協議会負担金４９万７,６６４円となっております。 

　続きまして、２目文書広報費８６１万４,２８９円は、町広報紙の発行やホームページ

管理事業、役場全体の郵便料となっています。 
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　３目財政管理費６２万９,６４０円は、予算書の印刷費。 

　４目会計管理費３２６万８,１１１円は、決算書の印刷、金融機関に対する口座振替、

窓口収納、派遣事務手数料などでございます。 

　５目財産管理費６億７,４６６万４３２円でございますが、こちら、庁舎、タウンホー

ル、福祉館、その他公共施設、公用車管理、基金の管理などのほかに、令和４年度でご

ざいますが、庁舎改修、福祉館等改修、旧鹿野水産店舗等解体などの費用をやっており

ます。主な不用額でございますが、１０節需用費、燃料費などで１０９万８,７３１円、

１２節委託料で、廃棄物処分委託３１万３,８２５円、公用車の運行管理委託４４万８,

８４０円、光ケーブル通信取付業務、こちらが９０万７,８６０円となっております。 

　２４節積立金４億８,７６２万７,９３１円については、資料ナンバー１０を後ほど御

覧いただきたいと思います。 

　一般会計の令和４年度増減高、資料ナンバー１０でございますが、積立額５億４,７６

２万７,９３１円より、前年度の決算譲与積立６,０００万円を除いた額が、この決算書

の２４節の積立額と一致しております。基金につきましては、家庭の預貯金に該当する

ものであり、一般会計の基金の現在高４５億９,７１８万６,４１３円を３月末現在の人

口で割りますと、２１０万１３０円となり、前年度より５万９４７円の減となっており

ます。 

　６目町有林管理費３,８５３万８,５２８円は、町有林管理に係る経費や町有林拡大事

業に係る執行でございます。資料ナンバー２６に町有林管理事業収支一覧表があります

ので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　町有林拡大事業につきましては、３３万８,９３２平米を２７１万６,３４４円で購入

しており、平成２５年から令和４年までに取得した面積の合計は、２５６万４,１９４平

米となります。 

　７目企画費８,１３１万１,１２６円は、空き家解体事業、ふるさと納税促進事業、移

住・定住促進交流関係事業、地域交通確保事業のほか、民間活用住宅建設事業１,６００

万円、タクシー運行事業１,６８３万７,９３０円。この中でふるさと納税事業につきま

しては、４２４万９,３８９円の経費で、５５１件、８０４万８,０００円の納税がござ

いました。主な不用額については、１２節委託料、ふるさと納税業務分で１７３万６,２

７１円、１８節負担金補助及び交付金は、バス利用促進事業等で、１２８万４,５００

円、バス購入助成事業で４０万６,０７０円、移住交流事業で３５万４,３６０円となっ

ております。 

　８目公平委員会費は、執行がございません。 

　９目交通安全対策費９９万３８８円は、交通安全協会補助金等となります。 

　１０目諸費３３４万５,４２２円は、自治会活動等促進交付金は、町功労者表彰などと

なります。 

　１１目交流センター管理費３,７２８万８,３７７円は、ふるさと交流センター及び周
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辺施設の管理費となり、令和４年度はワーケーションブースの設置、トイレ改修を実施

しております。資料ナンバー２７に管理費の内訳が記載してございますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。主な不用額は、１０節光熱費４２万４,８７０円、燃料費１

９万９,０００円などとなります。１２節委託料は、宿泊施設等管理で１９１万９,８４

２円となります。 

　１２目銀河の森管理費７,６４８万３,７７４円は、天文台、コテージ村・銀河の森専

用水道などに係る職員人件費を含む管理経費でございます。令和４年度でございます

が、天文台展示室のＬＥＤ化工事、天文台券売機購入、前年度からの繰越事業で大型望

遠鏡のＧＰＳ装置、構成の改修などがございます。主な不用額は、１０節需用費で、燃

料費４５万５,９８９円、電気料２２万３,１２８円などとなっております。１１節役務

費は、宿泊予約システム７６万８,７６４円ほかとなります。１２節委託料、コテージ特

別委託料９５万４,８５５円、専用水道の管路等修繕５８万２,０００円などとなってお

ります。 

　１３目の地域活性化推進費５１９万７,７７７円は、地域おこし協力隊員、商工観光推

進員の４４９万４,３９２円ほかとなります。 

　１４目緊急支援給付金事業費４,０１３万１,０６５円は、非課税世帯等への給付金事

業となり、非課税４６２世帯、課税世帯７９６世帯に給付済みでございます。資料ナン

バー２３を後ほど御覧いただきたいと思います。 

　２項徴税費１目税務総務費１,７９０万１,３０９円は、税の還付加算金のほか、職員

の人件費など、例年同様の執行となります。２２節の償還金利子及び割引料の支出額内

訳ですが、個人町民税４件、６２万５,２００円、法人町民税５件、１４万６,８００

円、所得税１件、３万５,５００円。不用額は１２４万２,５００円でございます。 

　２目賦課徴収費４９７万７,６９０円は、税務署に係る電算委託納付書印刷などとなり

ます。１２節委託料は例年同様の税務電算処理、３年ごとの固定資産税評価替等となり

ます。１８節負担金補助及び交付金は、北海道自治体情報システム協議会分、税滞納整

理機構分などとなります。資料ナンバー１６に市町村税の滞納整理機構分の引継状況を

つけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　３項１目戸籍住民基本台帳費３,４２２万９,２５４円は、主に職員人件費、北海道自

治体情報システム協議会への負担金でございます。１８節負担金補助及び交付金は、北

海道自治体情報システム協議会負担金であり、令和３年度からの繰越分、マインナン

バー所有者のワンストップ化対応２７２万８,０００円を含んでおります。 

　続きまして、４項選挙費１目選挙管理委員会費７２８万５,７６６円。選挙管理委員会

委員の報酬、職員人件費等でございます 

　２目参議院議員選挙費４７２万２７５円は、第２６回参議院議員通常選挙に係る費用

となります。 

　３目知事・道議会議員選挙費２６９万３,８３７円は、投票日が令和５年４月９日のた
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め、令和４年度中に執行した費用となります。 

　５項統計調査費１目指定統計調査費、統計調査に係る費用となります。 

　６項１目監査委員会費１９５万８,０３０円は、監査委員報酬など前年同様の執行と

なっております。 

　３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３億９,３５２万１,５６０円ですが、

子ども医療費の助成、障害者支援事業費、社協の補助金、福祉住宅、防犯灯の管理、職

員の人件費、国保、介護会計への繰出金などがございます。令和４年度の新規事業とし

ては、高齢者世帯等の生活支援給付金１８４世帯、１世帯１万２,０００円でございま

す、などがあります。 

　なお、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金につきましては、１０万円の７１件

で、令和３年度から繰り越されております。 

　２７節操出金、国保会計分２,６９５万２,１３６円、介護保険会計４,５２１万６,５

２０円の執行となります。主な不用額につきましては、１０節需用費、防犯灯などの電

気料が５２万５,０５１円、１８節負担金補助及び交付金は、先ほど言いました前年度繰

越事業であります住民税非課税世帯特別給付金が６７０万円残が出ております。社会福

祉協議会補助金１４７万１,５１５円。１９節扶助費は、重度心身障害者等医療費助成２

５６万９,８４６円、障害者介護給付費等の支援費で９６４万８３３円などとなります。 

　資料ナンバー２８の１に社会福祉総務費の民生費事業の実績状況がございますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

　２目老人福祉費４億１,０１８万７５０円は、敬老祝い金、高齢者交流センター、老人

健康増進センター、ふれあいの郷などの施設管理費、居宅介護事業所設置事業費、デイ

サービスセンター運営費など、例年同様の執行で、令和４年度は特別養護老人ホームの

建替え事業３億３,５００万円、デイサービスセンターの屋根改修６０５万などが含まれ

ております。 

　主な不用額でございますが、１０節需用費、ふれあいの郷等の電気料６５万４８２

円、燃料費３７万２,３４８円、福寿荘の食料費１４１万３,２６２円。１８節負担金補

助及び交付金はデイサービスセンターの運営９５万７,７７７円、介護予防日常生活支援

総合事業４０万６,８７６円、介護職員の資格取得事業が１９万５,３１３円。 

　資料ナンバー２８の１及び２８の２に民生費の事業実績がありますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。 

　３目後期高齢者医療費４,３９１万７,８９６円、１８節負担金補助及び交付金は、北

海道後期高齢者医療広域連合への負担金。２８節繰出金は、後期高齢者医療特別会計へ

の繰出金でございます。 

　２項児童福祉費１目児童福祉総務費１,１４１万９,００２円でありますが、この科目

は、出産祝い金、障害児支援事業、児童施設等への通所支援、子どものための教育・保

育事業などでございます。主な不用額でございますが、１９節扶助費、障害児支援事業



― 17 ― 

２９万６,３２２円などでございます。 

　２目児童福祉施設費７,６６０万７,０６４円は、保育所の管理運営費、職員人件費な

ど、例年同様の執行となります。 

　資料ナンバー２９に児童福祉関係の実績状況がございますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。 

　３目児童措置費２,２９０万３,８０４円、児童手当の支給、子育て世帯生活支援特別

給付金、こちら１９件でございます。主な不用額は、１９節扶助費、児童手当２５８万

円となります。 

　４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費５,１０３万９,７００円は、この科目

は、保健事業に係る事務経費、職員の人件費、医療貸付金などでございます。主な不用

額は、３節職員手当等、時間外勤務手当９３万６,２４７円。２０節貸付金、これは貸付

者なしのためです。 

○議長（久保広幸君）　１１時１５分まで休憩といたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１０時５９分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時１５分 

○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　今村副町長。 

○副町長（今村保広君）　それでは、決算書７３ページ、中段から行いたいと思いま

す。 

　２目保健衛生施設費６,６４９万８,４５４円は、保健センター、公衆浴場の管理運営

費でございます。令和４年度でございますが、屋上の防水改修工事、周辺立木伐採など

をやっております。浴場の利用者８,０４１人でございます。主な不用額は、１０節需用

費、燃料費２０７万３２６円。１２節委託料、設備回収分が３２万４,０００円などと

なっております。 

　３目予防費４,１９９万１,８２６円は、各種検診、予防接種、新型コロナウイルスワ

クチン接種事業などとなります。令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

廃棄物処理防疫資材購入を実施しております。主な不用額でございますが、１２節委託

料、新型コロナ接種関係が４４万７,６９９円、その他予防接種委託が５２万４,８００

円などとなっております。 

　４目環境衛生費７９８万１,７０８円、火葬業務、墓地管理などとなります。令和４年

度は合葬施設の調査設計を実施しております。 

　５目診療所費１億５,５４８万８,０００円は、国民健康保険の直営診療施設勘定特別

会計への繰出金でございます。 

　２項清掃費１目清掃総務費５１７万６,０８９円は、し尿処理事業、複合事務組合の汚

水処理負担金などでございます。こちらも令和３年度からの繰越明許費９,０００円を含

みます。また、３,０００円が次年度への繰越しとなります。 
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　２目塵芥処理費７,４２４万４,６６７円は、例年同様のごみ処理関係費用となりま

す。ごみの量でございますが、収集量６０７.５トンと、前年度より２６.４トン減少し

ております。 

　３項水道費１目専用水道費１,１１５万８,４７０円は、小利別から下勲祢別までの専

用水道に係る経費で、給水戸数は昨年度と同じ１９戸でございます。主な不用額は、１

２節委託料、管路等修繕の９５万７,９００円でございます。 

　資料ナンバー３１に、４款衛生費から８款までの建設工事対象事業をつけております

ので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　２目水道費１億２,３６４万３,０００円は、簡易水道事業特別会計への繰出金でござ

います。 

　５款労働費１項１目労働諸費１２万２,７７０円は、中小企業労働者の福祉共済の加入

促進補助金などでございます。 

　２目緊急雇用対策費７０７万８,５９０円は、緊急雇用対策事業で、町内の５社、延べ

４４名の雇用となっています。不用額については、全て作業実績に伴うものでございま

す。 

　３目雇用再生対策費３９９万、地元雇用促進事業で、新規が１６名、継続１１名の合

計２７名。分野別では農業が１０名、福祉５名、建設７名、その他５名です。不用額に

ついても、本事業の補助金でございます。 

　６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,７７４万９,８８１円は、農業委員

の活動運営費、報酬、職員人件費などでございます。 

　２目農業総務費６,２８０万９,７９９円は、職員人件費でございます。 

　３目農業振興費１億８９８万７,９２２円は、農業関係制度資金と、あと中山間地域の

直接支払制度などに加え、令和４年度は新型コロナの飼料高騰対策などとして、農業飼

料等資材高騰対策事業、草地基盤整備基盤強化事業、また、令和３年度に引き続き、農

業者緊急支援事業補助金を実施しています。主な不用額については、１８節負担金補助

及び交付金の農業推進協議会補助金２１９万２,４２０円、農業近代化資金利子補給分の

８６万８７１円となります。 

　４目畜産業費５,０１０万２,７５０円は、畜産振興対策費で、優良家畜導入支援事

業、酪農ヘルパー事業など、例年同様の執行内容でございます。令和３年度からの自己

繰越分で、畜産・酪農収益力強化整備特別対策事業分が１,７００万円が支出額に含まれ

ます。主な不用額は、今言った事業の１８節負担金補助及び交付金で、畜産クラスター

事業の自己繰越事業分が６２９万６,０００円残が出ております。 

　５目農地費９,２０５万４,２７７円は、農業用施設維持管理のほか、決算書８５ペー

ジに掲載の事業が主な執行内容となっております。令和３年度からの繰越明許、トマム

地区道営農業農村整備事業５１２万５,４７８円が含まれております。また、令和５年度

への繰越明許としまして、道営トマム地区農道整備２３７万１,０００円、道営農地整備
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トマム第２地区が４２万７,０００円が令和５年度への繰越となります。 

　６目営農用水管理費１億２１１万９,１５５円は、上陸別地区、トラリ地区の営農用水

の管理費のほか、令和４年度は第２上陸別地区支線配水管新設工事１,０１７万５,００

０円、令和３年度からの繰越事業では、第２上陸別地区の道営農業農村整備事業負担金

３,５３３万８,２９９円も含まれております。主な不用額は、１０節需用費、電気料、

修繕料。１２節委託料、管路等の修繕１１８万３,０００円などとなっております。あと

もう一つ、令和５年度への繰越明許事業として、道営担い手畑地帯総合整備事業に３,７

０７万３,０００円を翌年度へ繰り越します。 

　７目公共草地管理費５１４万５,３１５円は、公共草地の管理経費となります。令和４

年度は、トラリ地区の配水管布設工事などを行っております。 

　８目農畜産物加工研修センター管理費１,７９９万５,３９０円は、加工センターの管

理運営費と職員人件費で、例年同様の執行であります。年間利用件数は２０２件で、例

年度より１件の減であります。 

　２項林業費１目林業振興費１億２,１２８万２,５９６円は、民有林の整備事業、森林

環境譲与税事業、小規模治山事業などへの執行で、このうち、森林環境譲与税事業は、

合計で４,４０２万４,２０３円となります。主な不用額は、１８節民有林造林促進事業

に２４６万５,１７７円などとなっています。 

　資料ナンバー３２に、豊かな森づくり推進事業など、資料ナンバー３３に森林作業員

就業条件整備事業を添付してございますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　２目狩猟費６４２万９,９３９円は、有害鳥獣の駆除等に係る経費で、例年同様の執行

でございますが、主な不用額は、１節報酬、有害鳥獣駆除従事者報酬が７５万４,０００

円、７節駆除奨励金１００万８,５５６円となります。 

　３目林道新設改良費３,４６３万６,９１３円は、林道の改良工事、維持管理に係る工

事等で、掲載しております主要事業が主な内容でございます。 

　また、こちらも資料ナンバー３１を後ほど御覧いただきたいと思います。 

　７款商工費１項商工費１目商工総務費１,８９７万５,０７８円は、職員人件費で、主

な不用額は時間外勤務手当６１万２,１９２円となります。 

　２目商工振興費１億７,６３１万９,１７１円は、こちら、中小企業への融資関係、商

工業への振興補助などでございます。このうちプレミアム商品券は、換金実績で１億１,

４００万円以上、小規模企業等振興事業は３４件、日産自動車購入費助成は９台となっ

ております。主な不用額は、１８節で中小企業融資関係２３０万９,０５６円、プレミア

ム商品券発行で１１０万４,６６４円、商工振興事業１０２万４,８３７円などとなって

います。 

　３目観光費１,８２９万４０５円は、イベント開催補助金、観光協会補助金、観光物産

館の運営委託などとなります。 

　４目公園費７６９万１,７１１円は、公園等の管理に係る経費などのほか、令和４年度
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は北陵岳の山小屋屋根改修を実施しております。主な不用額は、１２節委託料、イベン

トセンター等の整備５０万３,６２８円となります。 

　５目消費者対策費１７万４,４４０円は、消費生活窓口の運営費となります。 

　８款土木費１項土木管理費１目土木総務費４,４２３万１,０４７円は、樋門・樋管管

理、職員人件費など、例年同様でございます。主な不用額は、３節の時間外勤務手当３

８万７,０５８円などでございます。 

　２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１,８２８万２２１円は、ダンプやグレー

ダーなどの管理、道路台帳の整備などとなります。主な不用額は、１０節の車両用消耗

品９１万７１０円、１１節役務費で自動車引き上げ手数料１１５万９６９円となってお

ります。 

　２目道路維持費１億４,５０５万７,７５９円は、町道の維持管理経費で、掲載してお

ります主要事業が主な内容となっております。主な不用額は、１２節委託料、除排雪業

務３５６万３,５５８円、路面補修１３４万２,０００円などとなっております。 

　３目橋りょう維持費８,０３１万２,７２０円は、橋梁の長寿命化工事、橋梁点検な

ど、町道にある橋の維持点検費用となります。主な事業は掲載のとおりとなっておりま

す。 

　４目道路新設改良費５,３４７万２,１００円は、町道の整備や舗装工事などの執行

で、令和４年度は主に３路線の整備となります。 

　５目街路灯費１,０５４万３,２５０円は、街路灯の維持管理費とＬＥＤ化工事が主な

事業となります。令和４年度末で１８２基のうち、１５４基がＬＥＤ化完了しておりま

す。また、令和５年度は１２基の工事を実施中でございます。 

　３項河川費１目河川総務費５７１万５,０７１円は、普通河川の管理、河道整備などが

執行内容となります。不用額につきましては、１２節委託料で河川維持管理５１万２,７

００円となります。 

　４項住宅費１目住宅管理費４,９９０万８,１０３円は、町営住宅の維持管理整備改修

となります。管理戸数が２３５件で、年度末の空き家６６件、このうち２９件につきま

しては政策的空き家としております。。 

　２目住宅建設費１億３,６９１万９,２４３円は、社会資本整備総合交付金事業とし

て、公営住宅の新設、解体、屋根塗装工事を実施しており、主要事業に掲載のとおりで

ございます。 

　５項１目下水道費８,９５１万９,７２０円は、公共下水道事業特別会計への繰出金と

なります。 

　９款１項１目消防費１億８,５３７万７,３３４円は、十勝広域消防事務組合への負担

金、それと陸別消防団に係る費用となります。令和４年度は、地下貯留槽の撤去工事を

実施しております。 

　２目災害対策費９７４万３,６７３円は、防災行政無線管理、災害備蓄品管理、防災計
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画改定などとなっております。 

　１０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費１５３万６,１３１円は、教育委員の報

酬など、例年同様の執行となります。奨学資金については、大学等１２名、高校生２名

となります。 

　３目教育振興費１,１５３万４,５２７円は、小中一貫教育推進委員会交付金、教育振

興賞学習支援員、英語指導助手に係る費用などでございます。 

　４目スクールバス運行管理費は４,６９２万４,５６４円で、スクールバスの運行管理

費であり、令和４年度はバス１台更新しております。スクールバスの利用状況は１万２,

５３２人で、前年度より１,５２６人の減です。 

　５目教育研究所費４００万１５９円は、例年同様でございます。 

　２項小学校費１目学校管理費２,６８９万８,７７３円は、小学校の維持管理や児童、

教職員の健康診断など、例年同様の執行のほか、令和４年度、職員室の空調設備を設置

しております。主な不用額は、１０節需用費、燃料費５１万６,４５２円でございます。 

　２目教育振興費１,２８７万２,１３０円は、児童の就学援助、給食費補助、電算機器

の償還金など、例年同様の執行でございます。 

　続きまして、３項中学校費１目学校管理費３,１２２万３,８７４円は、中学校の維持

管理や生徒、教員の健康診断など、例年同様の執行のほか、職員室等への空調設備、外

灯のＬＥＤ化などを実施しております。主な不用額は、１０節需用費で、燃料費分１１

１万３,７９７円でございます。 

　２目教育振興費１,１０３万７６２円は、生徒等の就学援助、給食費補助、電算機器購

入の償還金などで例年同様の執行です。 

　４項社会教育費１項社会教育総務費１,１１５万５,０８１円は、社会教育関係事業や

団体活動補助、学童保育所の運営など、例年同様の執行です。令和４年度は、新型コロ

ナウイルスの関係で中止となりましたカナダ研修の代わりの代替事業なども実施してお

ります。 

　２目公民館費１,２１５万２,３５４円は、公民館の管理運営に係る費用であり、令和

４年度の図書室利用者数１,６０５人、貸出数１,４９３人となっております。 

　３目文化財保護１２０万２,４２３円は、史跡等の維持管理、関寛斎資料館の管理と、

例年同様の執行となります。資料館の入館者は、３６３人と、前年度より１４０人増加

しております。 

　５項保健体育費１目保健体育総務費２０４万８,３８２円は、社会体育関係事業や団体

活動の補助など、例年同様の執行でございます。 

　２目体育施設費１,８３６万２,６３１円は、社会体育施設の運営及び維持管理に関す

る執行で、こちらも例年同様でございます。 

　３目学校給食費５,７８５万５,２４３円は、給食センターの管理運営費、職員の人件

費であり、令和４年度より、調理等の業務委託を実施しております。 
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　１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費、２目林

業用施設災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費は、それぞれ、令和４年度は災害が

ございませんので、事務経費のみの執行となります。 

　１２款１項公債費１目元金５億７,４４６万６,７６８円、２目利子１,８８６万２,８

５４円につきましては、資料ナンバー１１で、起債残高推移をつけておりますので、後

ほど御覧いただきたいと思います。 

　１３款１項予備費につきましては、４件、２３２万３,２４３円を充当しております。 

　歳出の合計につきましては、当初予算額４８億 1,５３３万円、補正予算額７億７,２４

２万４,０００円、繰越明許費等繰越額８,２９９万４,４２１円で、予算現計５６億７,

０７４万８,４２１円で、支出済額５５億１６９万５,６０９円、翌年度への繰越明許費

が３,９８５万４,０００円でございます。不用額１億２,９１９万８,８１２円で、予算

流用は８件で５６万２,４７５円でございます。 

　続きまして、１２５ページ、実質収支に関する調書でございますが、こちら、単位は

千円となっております。 

　歳入総額５５億９,６６３万９,０００円、歳出総額５５億１６９万６,０００円、歳入

歳出差引額９,４９４万３,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費のみで

２０９万５,０００円、これを差し引きから引きまして、実質収支が９,２８４万８,００

０円でございます。 

　実質収支額の２分の１以上の５,０００万円を財政調整基金に積み立てますので、４,

２８４万８,０００円が翌年度への繰越となります。 

　１２６ページにつきまして、説明したいと思います。財産に関する調書でございま

す。 

　まず、１番目、公有財産、(１)土地、建物、ア総括で、こちら、行政財産と普通財産

に区分されております。土地の合計欄を御覧いただきたいと思います。年度中の増減３

３万８,９３２平米の増加で、合計は３,３２５万２,１８７.８６平米となります。その

次、この建物、右側の欄ですが、延べ面積を御覧いただきたいと思います。決算年度中

の増減が２９６.２５平米の減で、年度末合計が６万３,８５０.３７平米となります。１

２７ページと１２８ページが区分別の財産内訳となります。 

　１２９ページ、（２）山林でございます。年度中の増減は３３万８,９３２平方メート

ルの増で、年度末現在高は２,３９４万２,８２３平米となります。立木の推定蓄積量

は、年度中増減が９万３,６３０立方メートルで、年度末合計は５５万８,３２１立方

メートルとなります。 

　(３)有価証券、(４)の無体財産等は変更ございません。 

　１３０ページ、（５）出資による権利につきましては、北海道市町村備荒資金組合の

出資配分金による増が６２２万８,０００円あります。あと、足寄町森林組合の配当金分

が６万１,０００円の増資となっております。このほか物品につきましては１３１ページ
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から１３２ページ、備品については１３３ページから１３４ページ、債権及び基金につ

いては１３５ページ、行政財産、普通財産の増減説明書が１３６ページとなりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で、議案第６６号の説明を終わりまして、次に、議案第６７号の説明に移りま

す。 

　説明資料より説明を行いますので、１６７ページを御覧いただきたいと思います。 

　第１表、国民健康保険事業の最近年度比較表でございます。年間平均世帯数でござい

ますが、２２世帯、前年より減です。年間平均被保険者、前年より４３人の減です。１

人当たりの税調定額は１,６９８円の減、１人当たりの療養諸費費用額は９万３,６８８

円の減です。 

　第２表でございますが、歳入歳出決算の総括は御覧のとおりでございますが、差引

額、残額４２万４,７０４円は、令和５年度への繰越金となります。 

　第３表と第４表については、科目ごとの前年度との比較表となります。 

　第３表、令和４年度の歳入の合計額は、調定額３億２,７００万４,０９０円、収入済

額３億２,６０５万３,８６１円で、令和３年度より７,７７８万４,１７９円の減となり

ます。 

　１款国民健康保険税でございますが、収入済額が５,８４３万４,９１３円で、歳入に

占める割合が１７.９％、不納欠損額１万３,２００円、収入未済額９３万７,０２９円

で、収納率は９８.４％となります。 

　１６９ページを御覧いただきたいと思います。 

　第４表、令和４年度の歳出合計額でございますが、３億２,５６２万９,１５７円で、

前年度より７,７１１万１,４３１円の減でございます。不用額は１,９９９万５,８４３

円でございます。 

　１７０ページ、第５表、左側が現年度分、右側が滞納繰越分でございます。現年収入

分が５,８２１万４,３７１円で、前年より５６８万５,２２９円の減です。収入未済額

は、こちら７件、５４万７,０２９円で、前年より１２万３,５２９円の増、収納率は９

９.１％でございます。滞納繰越分は、収入済額２２万５４２円、前年度より５万８,９

４３円の増、収入未済額は８件、３９万円、前年度より１８万７,６５８円の増、不納欠

損額１件、１万３,２００円で、前年度より８,２００円の減、収納率は３５.４％でござ

います。 

　第６表については、記載のとおりでございますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。 

　続いて、事項別明細書１４９ページをお願いします。 

　歳入でございます。 

　１款１項１目国民健康保険税５,８４３万４,９１３円の収入であり、１節現年課税分

の収入済額は５,８２１万４,３７１円、収入未済額は７件、５４万７,０２９円で、前年
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度より１件の減であります。２節滞納繰越分の収入済額は２２万５４２円で、不納欠損

額１件、１万３,２００円、収入未済額は８件、３９万円で、前年度と同件数でありま

す。 

　２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は、科目存置。 

　３款道支出金１項道負担金１目保険給付費負担金１節普通交付金１億５,８６４万６,

９７８円、こちら、歳出の２款の保険給付費に対応する金額となっております。差額に

ついては翌年度精算となります。２節特別交付金６,８８８万円、これについては、保険

者努力支援分が１８２万５,０００円、特別調整交付金分４,７２５万２,０００円、その

他特定健診分などとなっております。 

　４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利息６０４円でございま

す。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節保険基盤安定繰入金１,５４９万

５,１３６円、これは保険料軽減分と保険者支援分で、一般会計に国、道より４分の３の

歳入が入ります。２節未就学児均等割保険料繰入金１５万４,０００円。３節事務費繰入

金６６９万６,０００円。４節出産育児一時金等繰入金２８万円、こちら１件分でござい

ます。５節財政安定化支援事業繰入金は、普通交付税の算入額でございます。６節その

他一般会計繰入金７５万６,０００円。 

　２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は１,２００万円。 

　６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１０９万７,４５２円。 

　７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金、こちら４件分で１万３,５００円で

す。 

　２項１目雑入２万８,２７８円は、健康診査個人負担金と高額療養費の返還金です。 

　歳入合計については、当初予算額４億４,４２８万４,０００円、補正予算額９,８６５

万９,０００円の減額、予算現計額３億４,５６２万５,０００円、調定額３億２,７００

万４,０９０円、収入済額３億２,６０５万３,８６１円、不納欠損額１万３,２００円、

収入未済額９３万７,０２９円でございます。 

　以上で歳入を終わりまして、歳出の説明になりますので、１５５ページを御覧くださ

い。 

　歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費５１９万３,７３５円は、国保会計の事務経

費や国保連合会への負担金で、例年同様でございます。 

　２目連合会負担金４３万９,７２０円は、国保連合会の負担金で、こちらも例年同様の

執行でございます。 

　２項徴税費１目賦課徴収費２５万９,４４０円は、納税徴収事務や十勝市町村税の滞納

整理機構への負担金などで、こちらも例年同様の執行でございます。 

　３項１目運営協議会費２万５,７００円は、国保運営協議会委員報酬等でございます。 
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　２款保険給付費でありますが、こちら、項目ごとに前年度との比較を説明させていた

だきたいと思います。 

　１項療養諸費１目療養給付費、こちら、前年度より５,２３７万１,４２６円の減で

す。 

　２目療養費７５万５,５５０円でございますが、こちら、前年度より６５万１,１１８

円の減です。 

　３目診査支払手数料４５万９,０３７円ですが、前年度より５万８,８０１円の減で

す。 

　２項１目高額療養費１,５１２万９８１円ですが、前年度より１,２９５万７,１９９円

の減です。 

　２目高額介護合算療養費は、執行なし。 

　３項出産育児諸費、こちらは１目出産育児一時金、１件分、４２万円となります。 

　４項葬祭諸費、こちら２件分で６万円です。 

　続きまして、３款国民健康保険事業費納付金でございますが、１項１目医療給付費分

で７,４４１万１,０００円でございます。 

　２項１目後期高齢者支援金等分で２,１２６万１,０００円。 

　３項１目介護納付金分７０４万１,０００円。 

　続きまして、４款１項１目共同事業拠出金は、こちら、退職者医療事業の処理分担金

で１４円の支出です。 

　５款１項１目財政安定化基金拠出金は、執行はありません。 

　６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費２６４万２,２０６円は、例年同様の執

行で、特定健診２３７名、二次健診が２２名の受診となります。 

　２項１目保健事業費１,０２１万８,３７８円は、健康増進事業、ヘルスアップ事業

で、例年同様の執行でございます。１２節委託料はインフルエンザの予防接種が１１７

人、高齢者肺炎球菌予防接種８人などとなっております。主な不用額は、それぞれ１２

節委託料でヘルスアップ事業分３２万９７０円ほかとなっております。 

　７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金５万５００円は、国保税の還付金

５件と還付加算金１件でございます。不用額は、還付金、２２節償還金利子及び割引料

で、還付金の７４万９,５００円となります。 

　２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金４,５４６万９,０００円、こちら、特別調整

交付金のへき地直営診療施設運営分となります。 

　８款１項１目予備費については、執行ございません。 

　歳出の合計につきましては、当初予算額４億４,４２８万４,０００円、補正額９,８６

５万９,０００円の減額、予算現計額３億４,５６２万５,０００円、支出済額３億２,５

６２万９,１５７円で、不用額１,９９９万５,８４３円でございます。 

　なお、資料ナンバー３４の１及び３４の２に、歳入歳出決算資料をつけてありますの
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で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　１６５ページ、実質収支に関する調書、こちら、単位１,０００円でございますが、歳

入総額３億２,６０５万３,０００円、歳出総額３億２,５６２万９,０００円、差引額４

２万４,０００円、こちら実質収支額と同額の４２万４,０００円は翌年度への繰り越し

となります。 

　以上で、議案第６７号の説明を終わります。 

○議長（久保広幸君）　午後１時まで昼食のため、休憩といたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時５０分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分 

○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　今村副町長。 

○副町長（今村保広君）　説明に入る前に、１点だけ修正箇所がございましたので、説

明させていただきます。 

　決算書９９ページの中段、５目の街路等費の街路灯の何基あるかという基数につい

て、ちょっと誤りがございましたので、訂正させていただきます。 

　令和４年末で１７５基、街路灯がございます。そのうち、令和４年末で１５４基、Ｌ

ＥＤ化工事が終わっております。令和５年度は１２基、今年度１２基やってございま

す。 

　以上でございます。 

　大変申し訳ございませんでした。 

　それでは、１９０ページ、お願いいたします。 

　議案第６８号の令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決

算の説明につきましては、説明資料から説明いたします。 

　１９０ページ、第１表。 

　予算額３億４,２８１万９,０００円、歳入決算額３億２,９２６万１,３５９円、歳出

決算額３億１,７２５万９,８１８円、差引残額１,２００万１,５４１円、これは翌年度

への繰越金となります。 

　１９１ページ、第２表、１９２ページ、第３表、これはともに科目ごとの令和３年度

と令和４年度の比較表でございます。 

　第２表、１９１ページでございますが、令和４年度の合計調定額３億２,９２６万８,

２５９円、収入済額３億２,９２６万１,３５９円で、前年度より９３０万７,００３円の

減です。歳入額のうち、診療収入は２６.９％であり、収入未済額が６,９００円となり

ます。 

　第３表、令和４年度の歳出の合計でございますが、支出済額３億 1,７２５万９,８１８

円で、前年度より５９万４,７３８円の減。不用額は２,５５５万９,１８２円でございま

す。 
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　１９３ページ、第４表、診療収入状況でございますが、左側が入院、右側が外来でご

ざいます。入院分でございますが、収入済額３７４万３,６４７円で、前年より３１８万

１,１５４円の減でございます。外来分は、収入済額５,９４７万３,５２９円で、前年度

より２７１万４２５円の減でございます。未収額は６,９００円で、外来一般一部負担金

１件分でございます。 

　１９４ページ、第５表、経費別支出内訳表でございますが、１番、総務費２億７,７８

９万５,７７４円で、前年度より６３２万８,７２１円の減。２番目、医業費３,５５１万

７,８００円は、前年度より５７３万４,２７８円の増でございます。３番目、公債費３

８４万６,２４４円は、前年度より２９５円の減でございます。 

　１９５ページ、第６表、年間の入院患者数は１６２人で、前年度より２３１人の減で

す。外来は１万１,８３５人で、前年度より１,６４１人の増となります。 

　１９６ページ、２番、職員数、３番、患者１人当たりの診療収入ほかとなっています

ので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

　それでは、１７４ページ、事項別明細書の説明を行いたいと思います。 

　１款診療収入の収入済額は８,８７１万３,７７６円、前年度より１,２４３万９６４円

の減です。収入未済額は１件、６,９００円で、２項外来収入、５目の一部負担金でござ

います。１項入院収入、２項外来収入の各項目につきましては、１９３ページの説明資

料の第４表で記載のとおりでございますので、説明は省略いたします。 

　１７６ページの中段、３項その他診療収入１目諸検査等収入２,５４９万６,６００円

は、事業者健診や血液検査、予防接種等となります。前年度比６５３万９,３８５円の

減。これは予防接種分が減ったのが主な原因でございます。 

　２款使用料及び手数料１項手数料１目文書料７８万５００円。診断書、介護意見書な

どでございます。 

　３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金２０万円は、医療施設物価高騰対策支援

金でございます。 

　２項委託金１目総務費委託金５０万１,５２０円は、施設療養体制整備事業委託金であ

ります。 

　４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,８００円は、職員住宅３件

分の貸付収入です。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億５,５４８万８,０００円でござ

います。内訳は、起債償還分３４８万７,０００円、財政対策分１億４,５９０万４,００

０円、施設整備分４０５万９,０００円、医療機器の整備分が１６７万８,０００円、以

上となります。 

　２目国保事業勘定特別会計繰入金４,５４６万９,０００円は、これは国保会計に入る

へき地診療所運営分４,３６１万９,０００円と医療機器整備分１６５万円、以上の合計

となります。 
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　６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２,０７１万３,８０６円。 

　７款諸収入１項１目雑入１節私用電話料４,１３０円。２節雑入４１１万７,８２７円

は、嘱託医報酬３６０万円、患者外給食３１万３,６５０円などとなっております。 

　８款１項町債１目医業債１,２８０万円は、超音波画像診断装置購入に係るものでござ

います。 

　歳入の合計につきましては、当初予算額３億４,８９２万２,０００円、補正予算額６

１０万３,０００円の減額、予算現計額３億４,２８１万９,０００円、調定額３億２,９

２６万８,２５９円、収入済額３億２,９２６万１,３５９円、収入未済額６,９００円で

ございます。 

　続きまして、歳出に移ります。１８２ページになります。 

　１款総務費１項施設管理費１目一般管理費２億７,７４５万３６４円は、こちら、職員

人件費、施設管理運営費、事務費、臨時看護師の雇用経費などでございます。例年同様

の経費、そのほかに、３か年工事の最終年である屋上防水工事を執行しております。主

な不用額については、１節報償費、報酬、こちら、臨時看護師の雇用分で２２３万４,５

２３円、３節の職員手当は時間外勤務手当等、８節旅費は普通旅費７１万５,１９０円、

１２節委託料、看護業務委託料が７０５万１,８８４円、以上が主な不用額となります。 

　２項１目研究研修費４４万５,４１０円は、例年同様の執行の内容で、不用額は、８節

旅費、学会、研修会などの参加のための旅費、これが８５万４００円の残があります。 

　２款１項医業費１目医療用機械器具費１,６１４万１,４００円は、超音波画像診断装

置１,４４９万８,０００円とポータブル血液分析装置の購入でございます。 

　２目医療用消耗機材費６６３万８,９４３円は、前年より１７４万８,３８０円の減

で、主な不用額は、１０節需用費の医療用消耗機材費、１２節委託料は在宅酸素管理委

託の１５７万５,３１０円が主な不用額となります。 

　３目医薬品費５７４万５,１８４円は、前年度より１３４万７,０３０円の減。不用額

は、同じく需用費の医薬品、予防接種ワクチンなどで４７６万２,８１６円となります。 

　４目検査費５０２万１,６３１円は、前年度より８７万５,２５８円の増。不用額は、

同じく検査費となります。 

　５目寝具費７０万９,９７９円。 

　２項１目給食費１２６万６６３円は、前年度より１８７万７,７８６円の減。不用額

は、１０節需用費の給食賄い材料８０万８,４３７円などとなります。 

　３款１項公債費３８４万６,２４４円は、元金及び利子でございます。 

　４款１項１目予備費は充当はございません。 

　歳出の合計につきましては、当初予算額３億４,８９２万２,０００円、補正予算額６

１０万３,０００円の減額、予算現計額は３億４,２８１万９,０００円、支出済額３億

１,７２５万９,８１８円、不用額２,５５５万９,１８２円でございます。 

　資料ナンバー３５の１と３５の２に、運営状況をつけてございますので、後ほど御覧
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いただきたいと思います。 

　次、１８８ページ、実質収支に関する調書。１,０００円単位でございます。 

　歳入総額３億２,９２６万１,０００円、歳出総額３億１,７２６万円、差引額と実質収

支額は同額の１,２００万１,０００円でございます。これが翌年度繰越金となります。 

　以上で、議案第６８号の説明を終わりまして、続いて、議案第６９号の説明に移りま

す。 

　議案第６９号、令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。 

　まず、２１０ページを御覧ください。 

　第１表でございますが、予算額２億２９７万９,０００円、歳入総額２億２５６万３,

９４０円、歳出総額１億９,４０４万２,６４０円、差引８５２万１,３００円、こちらは

翌年度へ繰越金となります。 

　第２表及び第３表は、科目ごとの年度比較表でございます。 

　２１１ページ、第２表、令和４年度の歳入合計は、調定額２億２５６万７,６４８円、

収入済額は２億２５６万３,９４０円で、前年度より６３４万４,６３５円の増となり、

収入未済額は３,７０８円です。 

　２１２ページ、第３表、令和４年度の歳出の合計は、支出済額が１億９,４０４万２,

６４０円で、不用額は８９３万６,３６０円です。 

　２１３ページ、第４表は、陸別地区の水道使用量の調定額は５,１６７万７,４７５

円、収入済額５,１６７万３,７６７円で、前年度より陸別地区が９７万８,８４５円の減

となっております。一般用の収入済額は３,６６７万１,２０８円でございます。 

　以下、営業用から臨時用までは記載のとおりでございます。後ほど御覧いただきたい

と思います。 

　下段の表の令和５年３月末の用途別給水戸数でございますが、前年度対比で申し上げ

たいと思います。一般用が８戸の減、団体用１戸増、臨時用が１戸減、合計で８戸の

減、以上となります。 

　第５表、給水状況でございますが、前年度対比で、給水量が２９万７,６０１立方メー

トルと１,０１４立方メートルの減でございます。給水人口が４６人の減、１人１日平均

給水量が４１２リットルで８リットルの増となります。 

　続きまして、事項別明細書２００ページ、歳入をお開きいただきたいと思います。 

　１款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料５,１６７万３,７６７円は、９７万

８,８４５円の減で、収入未済額１件、３,７０８円になります。 

　２項手数料、こちら１目水道手数料は、新設４件、改造６件の合計５万６,０００円と

なります。 

　２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入の収入はございません。 

　３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億２,３６４万３,０００円は、建

設改良分が６,５１２万３,０００円、高料金対策分が３,５０１万３,０００円、財政対
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策分が２,３４５万円などとなっております。 

　４款１項１目繰越金は、前年度繰越金で４４６万３,２１１円。 

　５款諸収入１項１目雑入６４２万７,９６２円は、こちら、水道管の移設補償費、あと

下水道会計からの事務負担金、あと建物災害共済金などとなっております。 

　６款１項町債１目簡易水道事業債は、配水管整備事業分で１,６３０万円。 

　歳入の合計額、当初予算額２億５５０万６,０００円、補正額２５２万７,０００円の

減額、予算現計額２億２９７万９,０００円、調定額２億２５６万７,６４８円、収入済

額２億２５６万３,９４０円、収入未済額３,７０８円。 

　以上で歳入を終わりまして、２０４ページ、歳出となります。 

　歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２,７３５万１,１３３円は、職員人件費と

水道台帳の管理と料金収納事務、消費税の納付などがあります。令和４年度は公営企業

法適用化支援負担金があります。主な不用額は、３節の職員手当等で時間外勤務手当５

３万５,９２４円などとなっております。 

　２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,３１１万３,０９７円は、施設の維持経

費が主な内容で、令和４年度は浄水場の機械設備分解清掃委託、浄水場屋根復旧工事、

トマム地区配水管支障移転工事などがあります。主な不用額でございますが、１２節の

委託料で、管路等の修繕委託５５４万２,９００円があります。 

　３款１項公債費１目元金１億１,３８５万３,１０９円、２目利子９７２万５,３０１円

を合わせまして支出済額が１億２,３５７万８,４１０円で、前年度より４２万６,２９８

円増となっております。 

　４款１項１目予備費については、執行がございません。 

　歳出の合計額については、当初予算額２億５５０万６,０００円、補正額２５２万７,

０００円の減額、予算現計額２億２９７万９,０００円、支出済額１億９,４０４万２,６

４０円、不用額は８９３万６,３６０円となります。 

　続きまして、２０８ページ、実質収支に関する調書。こちらも１,０００円単位でござ

います。 

　歳入総額２億２５６万４,０００円、歳出総額１億９,４０４万３,０００円、差引額と

実質収支額は同額の８５２万１,０００円で、こちらは翌年度繰越となります。 

　以上で、議案第６９号の説明を終わり、続いて、議案第７０号の説明に移りたいと思

います。 

　議案第７０号は、令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算でございま

す。 

　こちらも説明資料より説明しますので、２２８ページをお開きください。 

　第１表、歳入歳出決算の総括です。 

　予算額１億２,７６３万円、歳入決算額１億２,７４８万７,９０８円、歳出決算額１億
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２,５６３万２,５７０円、差引１８５万５,３３８円が、こちら翌年度への繰越金となり

ます。歳出の執行率は９８.４％でございます。 

　第２表、第３表、こちらが科目ごとの前年度との比較表でございます。 

　第２表の歳入の調定額合計は、こちら収入済額と同じで１億２,７４８万７,９０８円

で、前年度より３５９万１,０９６円の減となります。 

　第３表は歳出の合計額の支出済額１億２,５６３万２,５７０円、前年度より３５７万

１,８２２円の減で、不用額につきましては、１９９万７,４３０円で、前年度より２４

万８２２円の増となります。 

　２３１ページ、第４表、陸別地区の調定額と収入済額でございますが、こちら同額で

２,４３９万５,２１６円で、前年度より９１万２,４７３円の減となります。減額分の内

訳でございますが、一般用が９０万６,８７３円の減、公衆浴場用が５,６００円の減で

す。下段の表でございますが、令和５年３月末の処理状況であります。前年度と比較し

て処理人口６６人の減、水洗化人口５５人の減、水洗化率につきましては０.４％の増で

す。 

　続きまして、２１８ページ、事項別明細書に移りたいと思います。 

　歳入でございます。 

　１款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金６２万５,０００円。これは前

年度より３戸増えて２５件分でございます。 

　２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料２,４３９万５,２１６円。 

　２項手数料１目下水道手数料２万４,０００円は、新設２件、その他２件でございま

す。 

　３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金５４３万８,９５０円は、浄化セ

ンターの機器更新工事に係る補助金でございます。 

　４款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入１万４１０円は、こちら、機器更新

に伴う素材の売払収入でございます。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８,９５１万９,７２０円は、建設改

良費分４２８万６,０００円、高資本対策分７６７万２,０００円、分流式下水道分４,４

８７万９,０００円、財政対策分３,１７２万３,０００円ほかとなっております。 

　６款１項１目繰越金は前年度繰越金で１８７万４,６１２円。 

　７款１項町債１目下水道事業債は５６０万円で、こちら、機器更新工事に伴うもので

あります。 

　歳入の合計は、当初予算額１億３,８８１万円、補正額１,１１８万円、予算現計額１

億２,７６３万円の減額、調定額と収入済額は同額であり、１億２,７４８万７,９０８円

であります。 

　続きまして、２２２ページ、歳出に移りたいと思います。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費７８８万２３７円は、職員人件費、台帳整
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備費、消費税の納付など、例年同様の執行のほか、地方公営企業法適用支援負担金がご

ざいます。 

　２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,８０２万９,０２１円は、施設維持経費

でありますが、令和４年度は公共汚水ます調査なども実施しております。 

　３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費１,１３２万６,１１０円は、下水道及

び浄化センター機器等の整備に係る執行でございます。 

　４款１項公債費１目元金５,３１２万６６１円、２目利子５２７万６,５４１円を合わ

せた５,８３９万７,２０２円で、こちら、前年度より２３３万５,１９１円の増でござい

ます。 

　５款１項１目予備費の充当はございません。 

　歳出の合計につきましては、当初予算額１億３,８８１万円、補正予算額１,１１８万

円の減額、予算現計額１億２,７６３万円、支出済額１億２,５６３万２,５７０円、不用

額は１９９万７,４３０円でございます。 

　２２６ページ、実質収支に関する調書に移りたいと思います。１,０００円単位でござ

います。 

　歳入総額１億２,７４８万８,０００円、歳出総額１億２,５６３万３,０００円、差引

額と実質収支額は同額の１８５万５,０００円で、こちら翌年度への繰越となります。 

　以上で、議案第７０号を終了し、次に、議案第７１号に移りたいと思います。 

　議案第７１号、令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算についてで

あります。 

　こちらも説明資料から説明いたしますので、２６１ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

　第１表、予算額３億２０７万９,０００円、歳入決算額３億２,３３７万９,０４９円、

歳出決算額２億９,２５９万７,９４３円、差引残額３,０７８万１,１０６円は、翌年度

への繰越となります。 

　第２表、第３表は、こちらも科目ごとの年度比較表でございます。 

　第２表、令和４年度の歳入合計は、調定額３億２,４１７万１,６３９円、収入済額３

億２,３３７万９,０４９円で、前年度より２９７万５９３円の増です。不能欠損額２５

万１,９９０円、収入未済額５４万６００円でございます。 

　第３表、令和４年度の歳出合計は、支出済額が２億９,２５９万７,９４３円で、こち

ら、前年度より１,６２３万６,３７６円の減でございます。不用額は９４８万１,０５７

円でございます。 

　第４表、保険料収納状況で、左側は現年分、右側が滞納繰越分となります。現年度賦

課分は、調定額４,９９３万６,２８０円で、収入済額４,９６９万６,６４０円で、収入

未済額２３万９,６４０円で、こちら前年度より６万１,３２０円の減でございます。収

納率は９９.５％であります。滞納繰越分、調定額５５万２,９５０円、収入はございま
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せん。不納欠損額２５万１,９９０円、収入未済額３０万９６０円、収納率はゼロ％とな

ります。現年度分と滞納繰越分の収入未済額の合計は５４万６００円となります。 

　以上で、説明資料を終わり、続いて、２３７ページ、事項別明細書のほうに移りたい

と思います。 

　１款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は、収入済額４,９６９万６,６４０円

であり、令和４年度末の被保険者数は８０９人で、３５人の減となります。１節の現年

度分の収入済額４,９６９万６,６４０円で、収入未済額は５件で２３万９,６４０円とな

ります。２節滞納繰越分の収入済額はございません。不納欠損額は４件で２５万１,９９

０円。収入未済額４件で３０万９６０円でございます。 

　２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金６,４４５万５,１８８円は、歳

出の介護給付費に係る施設分１５％、その他分２０％分でございます。 

　２項国庫補助金１目調整交付金２,２３７万９,０００円は、こちら歳出の介護給付費

の９.０１％となります。 

　２目地域支援事業交付金５０８万７６０円は、介護予防日常生活支援総合事業分が１

９３万３,０００円で、それ以外の事業分が３１４万７,７６０円でございます。 

　３目保険者機能強化推進交付金４１万１,０００円は、こちら、いきがい活動支援事業

への取組補助金でございます。 

　４目保険者努力支援交付金３３万３,０００円は、介護予防生活支援サービス事業に対

する補助金でございます。 

　３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,１９９万３,０５３円は、こちら

は介護給付費に係る施設分１７.５％とその他分１２.５％でございます。 

　２項道補助金１目地域支援事業交付金２４６万７,６２９円は、介護予防日常生活支援

総合事業分８９万３,７５０円と、それ以外の事業分が１５７万３,８７９円となりま

す。 

　４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金７,５８４万３,０９７円は、こちらも

介護給付費の２７％でございます。１節現年度分７,４３３万８,０００円と過年度分１

５０万５,０９７円となります。 

　２目地域支援事業支援交付金１９３万円は、介護予防事業分でございます。 

　５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利子３３９円でございま

す。 

　６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４,５２１万６,５２０円でございま

す。こちら、前年度と比較して節ごとに説明いたします。 

　１節介護給付費繰入金は３１１万４,０００円の減です。２節事務費繰入金は３６万

５,０００円の減。３節地域支援事業繰入金は９万５,０００円の増。４節低所得者保険

料軽減繰入金は１１万７,１３５円の減でございます。 

　２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金１５９万１,０００円。 
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　７款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１,１５７万４,１３７円でございます。 

　８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金及び２目第１号被保険者過

料については、支出がございませんでした。 

　２項雑入１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金も支出がございませんでし

た。 

　４目雑入４０万７,６８６円でございますが、介護扶助審査判定業務費３４万９８０円

などとなっております。 

　歳入の合計につきましては、当初予算額３億１,０１６万円、補正額８０８万１,００

０円の減額、予算現計額３億２０７万９,０００円、調定額３億２,４１７万１,６３９

円、収入済額３億２,３３７万９,０４９円、不納欠損額２５万１,９９０円、収入未済額

５４万６００円。 

　続いて、歳出に移りたいと思います。２４５ページをお開きください。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費４万２,８６０円は、普通旅費など、例年同

様の執行となります。 

　２項１目賦課徴収費２４万６８３円、こちらも例年同様でございます。 

　３項１目介護認定審査会費２１５万８,３００円。 

　２目認定調査費５７万９,７００円、こちらは例年同様でございます。 

　１目の１１節役務費の主治医意見書は１２７件、２目の１２節介護認定調査業務１３

１人でございます。 

　２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億２,２３０万

７,９２５円は、前年度より３６１万５１８円の増でございます。延べ利用者でございま

すが、１,６１６人、前年度より１１７人の増。不用額は２２８万５,０７５円です。 

　２目居宅介護サービス計画給付費７８６万３,３９０円は、前年度より１８万６,６１

０円の増、延べ利用者が５５４人でございます。 

　３目施設介護サービス給付費１億９７７万４,７９１円は、延べ利用者４４２人であり

ます。 

　４目居宅介護福祉用具購入費１５万５,９５３円は、利用件数は前年と同じ５件です。 

　５目居宅介護住宅改修費２８万１０７円は、これも利用件数は５件で、２件の増と

なっています。 

　２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費１５０万６,０９６円は、こ

ちら、前年度より１０１万９１０円の減で、延べ利用者が２１８人です。 

　２目介護予防サービス計画給付費９８万７００円は、こちら、延べ利用者２１６人で

す。 

　３目介護予防福祉用具購入費２３万５２１円、利用件数は７件。 

　４目介護予防住宅改修費、利用件数３件です。 

　３項その他諸費１目審査支払手数料１７万８,４７５円。 
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　４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費４９３万５,７５４円は、延べ利用

者４７９人です。 

　２目高額介護予防サービス費は、利用がございません。 

　５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は２３５万４,６

５７円で、利用者は５６人です。 

　２目高額医療合算介護予防サービス費は、利用がございません。 

　６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費１,２１７万４,６４

６円は、延べ利用者３７８人。 

　２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護予防サービス費、４目特例

特定入所者介護予防サービス費は、いずれも利用がございません。 

　３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費５１７万３,１０８円

は、こちら、訪問型サービスＡの委託料が１２節に計上されています。延べ利用者２５

７人で、１８節負担金補助及び交付金は、第１号事業給付費の国保連への負担金となり

ます。 

　２目介護予防ケアマネジメント事業費１２万４,２６０円、こちらは、総合事業の介護

予防ケアマネジメント事業と国保連の負担金となります。 

　２項１目一般介護予防事業費６７万１,２３４円は、ふまねっと運動やリハビリテー

ション活動支援の委託金などでございます。 

　続いて２５３ページ、３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援事業費３７万５,０８０円は、介護予防サービス計画作成業務で、件数でご

ざいますが、町の居宅介護支援事業で１４件、町外の居宅介護で１３件、合計２７件の

委託です。 

　２目任意事業費９８万９,７８２円は、こちらはケアプランの点検教務でございます。 

　３目認知症総合支援事業費８８万円は、認知症カフェの事業費です。 

　４目生活支援体制整備事業費４６７万５,０００円は、生活支援コーディネーター事業

です。 

　５目在宅医療・介護連携事業費３万１,０８６円。 

　４項その他の諸費１目審査支払手数料１万５０２円は、こちら例年同様でございま

す。 

　４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金４０５万７,８９３円。 

　５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金４万７,３６

０円は、過年度還付で１１件になります。 

　２目介護給付費負担金等返還金８８６万９,４９０円は、前年度分精算に伴う返還金

で、国、道、支払基金、町分があります。 

　２項繰出金１目他会計繰出金５６万３,１９０円は、保険者機能強化推進交付金４１万

１,０００円などとなります。 
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　６款１項１目予備費の支出はございません。 

　歳出の合計ですが、当初予算額３億１,０１６万円、補正額８０８万１,０００円の減

額、予算現計額３億２０７万９,０００円。 

　資料ナンバー３６の１と３６の２に、実施状況の資料がございますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。 

　ちょっと訂正させていただきますが、歳入の８款の諸収入の説明の際、私のほうで支

出がなかったということで説明させていただきましたが、歳入でございますので、収入

がなかったの言い間違いでございます。誠に申し訳ございませんでした。 

　それでは２５９ページ、実質収支に関する調書。単位が１,０００円であります。 

　歳入総額３億２,３３７万９,０００円、歳出総額２億９,２５９万８,０００円、差引

額と実質収支額は同額の３,０７８万１,０００円となり、翌年度への繰越金でございま

す。 

　以上で、議案第７１号の説明を終わり、次に、議案第７２号の説明に移りたいと思い

ます。 

　議案第７２号は、令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でございま

す。 

　こちらも説明資料により説明を行いますので、２７６ページを御覧ください。 

　第１表、予算額４,７４９万３,０００円、歳入決算額４,７７０万８３７円、歳出決算

額４,６５８万７,７７０円、差引額１１１万３,０６７円、こちらは翌年度繰越となりま

す。 

　第２表、左側が現年度分、右側が滞納繰越分であり、現年度分調定額２,９９９万４,

５００円、収入済額２,９８１万５,０００円で、収入済額は前年度より９万９,７００円

の減です。収入未済額は２件分、１７万９,５００円。収納率は９９.４％でございま

す。滞納繰越分は、調定額２３万２,２２７円、収入済額２万８１１円、収入未済額２件

分、２１万１,４１６円でございます。 

　第３表及び第４表は、前年度との比較表でございます。 

　第３表は、歳入の合計額は、調定額４,８０９万１,７５３円、収入済額４,７７０万８

３７円で、収入未済額３９万９１６円で、未済額は１５万８,６８９円、前年度より増え

ております。 

　第４表、歳出の合計額は、支出済額で４,６５８万７,７７０円です。不用額９０万５,

２３０円 

　以上で、説明資料を終わりまして、事項別明細書２６６ページをお開きください。 

　歳入。 

　１款１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料、調定額１,７８３万４,８００

円、収入済額１,７８４万１,７００円、前年度より８万２,３５０円の減でございます。

こちら、年金特徴後の移動発生がありまして、過誤納で６,９００円となり、これは令和
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５年度で歳出還付するものでございます。２節滞納繰越分、収入済額２万８１１円、収

入未済額２件分、２１万１,４１６円です。 

　２款広域連合支出金１項１目広域連合交付金１４６万４,４８０円は、長寿健康増進事

業特別対策事業補助金、あと予防接種等助成などがございます。 

　３款繰入金１項他会計繰入金１目事業費繰入金１９７万４,０００円は、広域連合への

事務費繰入金が１８２万８,０００円、あと町単独分の繰り入れ分が１４万６,０００円

となります。 

　２目保険基盤安定繰入金は１,２５４万５,４９６円ですが、こちら、収入のほうで北

海道から４分の３分、町が残りの４分の１を負担することとなります。 

　４款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は、科目存置。 

　２項の償還金及び還付加算金１目保険料還付金１１万５,３００円は、こちら、歳出還

付に係る広域連合からの補填金でございます。 

　２目還付加算金は、科目存置。 

　３項１目雑入６０万８,７５０円は、広域連合からの健康診査委託料でございます。 

　５款１項１目繰越金は、前年度繰越金１１５万７,０００円。 

　歳入の合計につきましては、当初予算額４,７６７万４,０００円、補正予算額１８万

１,０００円の減、予算現計額４,７４９万３,０００円、調定額４,８０９万１,７５３

円、収入済額４,７７０万８３７円、収入未済額３９万９１６円でございます。 

　以上で歳入を終わりまして、歳出に移りたいと思います。 

　２７０ページ、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２４３万３,１６３円は、一般事務費のほか

健康診査やインフルエンザ予防接種など、例年同様の執行でございます。 

　２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は４,４０３万９,３０７円で、こちら、

前年度より１０万１,３４９円の減でございます。 

　３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金１１万５,３００円。こちら

は、還付金１０件分でございます。 

　２目還付加算金は、支出がございません。 

　４款１項１目予備費についても支出がございません。 

　歳出の合計、当初予算額４,７６７万４,０００円、補正額１８万１,０００円の減、予

算現計額４,７４９万３,０００円、支出済額４,６５８万７,７７０円、不用額９０万５,

２３０円でございます。 

　議案説明資料ナンバー３７に、後期高齢者医療特別会計のフロー図をつけてあります

ので、後ほど御覧いただきたいと思います。。 

　２７４ページ、実質収支に関する調書。こちらも１,０００円単位でございます。 

　歳入総額４,７７０万１,０００円、歳出総額４,６５８万８,０００円、差引額と実質

収支額は同額の１１１万３,０００円で、こちら、翌年度への繰越金となります。 
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　以上で、議案第６６号から議案第７２号までの説明を終わります。 

　以後、御質問によってお答えしてまいりたいと思いますので、御審議のほどよろしく

お願いします。 

○議長（久保広幸君）　副町長におかれましては、大変お疲れさまでございました。 

　令和４年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑

を許します。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。 

　令和４年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定のとお

り、９月１２日に行います。 

─────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

─────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　お諮りします。 

　本日の会議は、これで延会し、特別の事情が生じない限り、１１日までは休会としま

す。 

　御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。 

─────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

─────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　本日は、これで延会します。 

延会　午後　１時５０分　　  
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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